
 

都道府県名：和歌山県 市町村名：和歌山市 

１．活動名 

 里山保全観察会 

２．取組の背景、目的 

 和歌山市では、身近に感じることができる里山（森林）が少なくなり、また、

「里山」という言葉も昨今はあまり耳にしなくなってきている。 

 しかし、「里山」は、生物種の生息地・生育地であり、また水の浄化や保水な

どの環境保全能力や四季折々に私たちの生活に深く関係している。 

 この様々な効果・恩恵を後世まで引継いでいくことを目的とする。 

３．実施主体 

 和歌山市 

４．取組の概要 

 参加者を公募し、和歌山市内にある秋葉山を講師と共に散策しながら、樹生し

ている木々や生き物などを観察し、学習会を実施した。 

 里山をはじめとする自然の大切さを学習した。 

５．支援事業 

 紀の国森づくり基金活用事業（和歌山県） 

６．取組等についての成果や課題 

・実際に自然と触れ合うことで、身近な山のすばらしさ・大切さを再認識するこ

とができた。 

・実施するにあたり、講師として動植物等に関する知識を有する人材の確保が必

要である。 



  挨拶風景 

  散策風景 

  秋葉山山頂での学習会風景 

  観察会まとめ風景 

 




